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全港湾第42回中央委員会
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中
央
委
員
会
で
は
、
各
中
央
委

員
に
対
し
第
1
議
題
、
第
2
議
題

に
対
す
る
質
問
意
見
を
文
書
で
提

出
願
い
、
当
日
、
松
永
書
記
長
よ

り
答
弁
す
る
形
式
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
質
疑
詳
細
に
つ
い
て
は
機

関
紙
「
港
湾
労
働
」
中
央
委
員
会

特
集
号
を
発
行
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
主
だ
っ
た
質
疑
は
、
①
老

朽
化
石
炭
火
力
発
電
所
問
題
、
②

海
コ
ン
・
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
関
係
、
③
検
数
関
係
・
指

定
事
業
体
関
係
、
④
高
年
齢
者
雇

用
安
定
法
、
⑤
自
然
災
害
対
策
、

コ
ロ
ナ
休
業
補
償
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
雇
用
保
障
問
題
、
⑥
選
挙

闘
争
と
、
多
岐
に
渡
る
多
く
の
質

問
意
見
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
各
地
方
本
部
よ
り
春
闘
要

求
額
、
日
程
、
各
地
方
独
自
の
付

帯
要
求
の
発
表
が
あ
り
、
中
央
執

行
委
員
会
で
取
り
ま
と
め
、
総
括

答
弁
に
て
ま
と
め
を
行
っ
た
。

真
島
委
員
長

第
42
回
中
央
委
員
会
挨
拶
要
旨

第
42
回
中
央
委
員
会
に
リ
モ
ー

ト
参
加
し
て
い
る
中
央
委
員
の
皆

さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
す
。
中
央
委

員
会
開
催
に
あ
た
り
、
中
央
執
行

委
員
会
を
代
表
し
挨
拶
を
い
た
し

ま
す
中
央
執
行
委
員
長
の
真
島
で

す
。
最
初
に
、
今
回
の
中
央
委
員

会
が
こ
の
よ
う
な
会
場
に
無
人
の

状
態
で
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
非
常
に
残
念
に
思
っ
て

い
ま
す
。
労
働
運
動
、
労
働
組
合

は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
す
な

わ
ち
、
顔
を
合
わ
せ
互
い
に
激
論

を
交
わ
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
長
年

確
信
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
日
の
状
況
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
が
昨
日
速
報
で
全
国
3
5
3

5
名
、
中
央
本
部
所
在
地
、
東
京

都
で
は
8
6
8
名
で
す
。
昨
年
4

月
7
日
、
7
都
府
県
か
ら
始
ま
っ

た
緊
急
事
態
宣
言
初
日
は
、
全
国

で
3
6
8
名
、
東
京
都
79
名
で
し

た
。
結
果
的
に
昨
年
か
ら
確
実
に

増
え
続
け
、
感
染
者
数
が
一
桁
多

く
な
っ
て
も
マ
ヒ
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
伝
染
病
の
感
染
は
誰
の
せ

い
で
も
な
い
と
こ
の
間
、
思
っ
て

き
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
1
年
間

政
府
は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
、
い
っ
た
い
何
を
し
て
く
れ
た

で
し
ょ
う
か
？

「
手
を
こ
ま
ね
く
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
手
を
組
ん
だ
ま

ま
で
い
て
何
も
手
出
し
し
な
い
こ

と
の
意
味
で
、
つ
ま
り
、「
何
も

せ
ず
に
傍
観
す
る
」
こ
と
で
す
。

ま
さ
し
く
、
菅
政
権
に
送
り
た
い

慣
用
句
で
す
。
今
盛
ん
に
国
会
で

は
、
コ
ロ
ナ
特
措
法
を
改
悪
し
て

罰
則
を
盛
り
込
も
う
と
し
て
い
ま

す
。
時
短
営
業
に
違
反
し
た
ら
と

か
、
入
院
を
拒
否
し
た
ら
と
か
言

う
前
に
、
感
染
症
を
制
御
す
る
た

め
に
す
べ
き
こ
と
は
、
国
民
の
理

解
と
協
力
で
あ
り
、
強
制
的
に
す

る
こ
と
自
体
、
国
民
の
思
い
が
全

く
分
か
ら
な
い
内
閣
で
あ
る
こ
と

が
証
明
さ
れ
、
今
の
時
代
に
本
当

に
国
を
任
せ
ら
れ
な
い
政
治
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
直
ち
に
選
挙

に
よ
っ
て
変
え
て
い
く
し
か
道
は

残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

さ
て
、
私
た
ち
の
職
場
を
見
渡

せ
ば
、
自
宅
で
仕
事
を
し
よ
う
な

ど
と
は
程
遠
い
職
場
で
、
す
な
わ

ち
働
か
ざ
る
を
得
な
い
運
輸
関
連

の
職
業
労
働
者
で
す
。
運
輸
と
い

っ
て
も
、
旅
客
関
係
に
従
事
し
て

い
る
方
々
は
、
更
に
厳
し
い
状
況

で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
承
知

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
物
流

を
扱
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
貨
物

は
減
少
し
て
い
る
と
は
言
え
ど
、

日
々
の
作
業
に
従
事
し
て
い
る
状

況
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
す
な

わ
ち
今
の
社
会
情
勢
に
お
い
て
港

湾
や
運
輸
は
極
め
て
重
要
な
産
業

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
普
通

に
生
活
で
き
る
賃
金
の
確
立
を
求

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
た
し
か
に
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

春
闘
か
よ
、
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
よ
と
い
う
支
部
・
分
会
も
多
々

あ
る
こ
と
は
十
分
に
理
解
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
現
状
の
賃
金
や

労
働
条
件
、
作
業
環
境
を
引
き
上

げ
て
い
く
こ
と
が
労
働
組
合
幹
部

の
使
命
で
す
。
こ
ん
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
何
を
最
優
先
課
題
と
す

る
の
か
、
当
面
は
新
型
コ
ロ
ナ
と

向
か
い
合
い
な
が
ら
運
動
を
前
進

さ
せ
て
い
く
方
向
性
を
見
出
し
、

全
国
の
仲
間
と
共
有
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

経
団
連
は
今
年
の
春
闘
は
業
種

横
並
び
や
各
社
一
律
で
の
賃
上
げ

を
現
実
的
で
は
な
い
、
個
別
企
業

ご
と
の
業
績
に
見
合
っ
た
賃
上
げ

と
し
、
産
業
別
労
働
運
動
を
真
っ

向
か
ら
否
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
政
治
と
経
済
界
を
打
破
し

な
け
れ
ば
、
多
く
の
労
働
者
が
働

く
中
小
企
業
の
発
展
は
誰
も
考
え

て
く
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
中
央
委
員
会
は
、
組
合

員
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
緊

急
特
例
措
置
を
講
じ
て
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
今
日
の
異

常
な
日
常
は
、
少
な
く
と
も
新
型

コ
ロ
ナ
に
対
す
る
予
防
接
種
や
ワ

ク
チ
ン
、
特
効
薬
が
国
民
に
行
き

渡
る
ま
で
の
間
、
耐
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
、
私
た
ち
に
で
き

る
最
大
限
の
事
を
一
つ
一
つ
築
き

上
げ
、
決
し
て
全
港
湾
の
赤
旗
を

下
す
こ
と
な
く
春
闘
を
闘
い
抜
い

て
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
禍
終
息
後
に
通

常
の
大
衆
議
論
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
こ
と
を

申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

第第4422回回中中央央委委員員会会、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス・・首首都都圏圏緊緊急急事事態態宣宣言言下下のの中中

「「緊緊急急特特例例措措置置規規定定」」のの基基ににリリモモーートト開開催催！！
2
月
3
日
愛
知
県
豊
橋
市
「
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
第
42
回
中
央
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
「
緊
急
特
例
措
置
規
定
」
の
賛
成
多
数
を
受
け
、
中
央
執
行
委

員
18
名
中
出
席
12
名
委
任
状
6
名
、
中
央
委
員
46
名
中
出
席
1
名
委
任
状
45
名
に
て
中
央
委
員
会

成
立
を
確
認
し
た
。

第
42
回
中
央
委
員
会
総
括
答
弁

第
42
回
中
央
委
員
会
の
様
々
な

意
見
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
方
本
部

討
論
ま
と
め
も
事
前
に
文
章
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
い
ま
よ

り
、
ま
と
め
の
発
表
及
び
総
括
答

弁
を
行
い
ま
す
。

最
初
に
、
2
0
2
1
年
春
闘
で

あ
り
ま
す
が
、
①
賃
金
引
き
上
げ

要
求
額
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
を
鑑
み
、
雇
用
の
維
持

を
最
優
先
課
題
と
す
る
と
同
時

に
、
賃
金
引
き
上
げ
要
求
は
「
基

本
給
一
律
2
0
、0
0
0
円
」
と

し
ま
す
。
な
お
、
闘
争
日
程
は
議

案
書
提
案
通
り
と
し
ま
す
。
②
新

型
コ
ロ
ナ
休
業
補
償
に
つ
い
て
、

基
準
内
賃
金
保
障
は
も
と
よ
り
、

労
基
法
12
条
に
基
づ
く
日
額
保
障

以
上
を
求
め
、
地
方
ご
と
の
取
り

組
み
を
前
進
さ
せ
ま
す
。
③
港
湾

春
闘
に
つ
い
て
は
、
来
週
開
催
さ

れ
る
全
国
港
湾
中
央
委
員
会
に
対

し
、
全
港
湾
の
ま
と
め
を
発
表

し
、
決
定
し
た
要
求
項
目
に
対

し
、
全
国
港
湾
の
決
定
に
も
と
づ

き
、
た
た
か
い
を
進
め
ま
す
。
④

選
挙
闘
争
に
つ
い
て
、
時
期
は
不

確
定
で
す
が
今
年
10
月
の
任
期
満

了
ま
で
に
、
い
ず
れ
に
せ
よ
衆
議

院
選
挙
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
仮
に

春
闘
時
期
に
解
散
総
選
挙
が
行
わ

れ
る
可
能
性
を
見
据
え
て
、
早
期

に
準
備
態
勢
を
整
え
、
野
党
共
闘

候
補
、
政
策
協
定
、
そ
の
中
に
は

港
湾
政
策
や
原
発
問
題
な
ど
、
組

合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
選
挙
闘
争

に
取
り
組
み
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
Ｉ
Ｔ
や
デ

ジ
タ
ル
が
発
達
し
て
い
て
も
、
医

療
や
介
護
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

水
道
や
清
掃
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
、
更
に
日
常
生
活
を
支
え
る
食

料
や
物
流
関
係
労
働
者
の
処
遇
改

善
が
2
0
2
1
春
闘
の
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
当
然
、
全

港
湾
と
い
う
組
織
実
態
を
見
れ

ば
、
日
本
の
社
会
情
勢
に
お
い
て

港
湾
や
運
輸
は
極
め
て
重
要
な
産

業
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
普
通
に
生
活
で
き
る
賃
金
の

確
立
、
安
全
な
職
場
環
境
を
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2
0
2
1
春
闘
を
取
り
巻
く
環

境
の
厳
し
さ
は
、
現
場
で
働
く
組

合
員
が
一
番
わ
か
っ
て
い
る
と
理

解
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
本
日
リ
モ
ー
ト
中

継
で
参
加
し
て
い
る
組
合
幹
部
が

先
頭
に
立
っ
て
、
産
別
闘
争
の
重

要
性
、
賃
上
げ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
様
々
な
労
働
条
件
を
勝
ち
取

っ
て
い
く
と
い
う
強
い
意
識
、
意

思
統
一
が
必
要
な
時
期
で
す
。
こ

れ
ら
は
並
大
抵
な
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
決
し
て
く
じ
け
る
こ
と

な
く
、
全
港
湾
が
2
0
2
1
春
闘

を
団
結
し
て
闘
い
抜
く
こ
と
を
確

信
し
、
私
か
ら
の
総
括
答
弁
と
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
、
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

東京都大田区蒲田
5の10の2

全日本港湾労
働組合機関紙
（毎月1日発行）

一部20円（組合員の購読料は
組合費の中に含む）

発行責任者

松 永 英 樹

第1364号（昭和24年8月19日
第三種郵便物認可）港 湾 労 働（１）２０２１年３月１日 （昭和25年

国有鉄道扱）
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全
国
港
湾
は
、
2
月
9
日
豊
橋

市
「
シ
ー
パ
レ
ス
日
港
福
」
に
お

い
て
、
各
単
組
・
地
区
選
出
の
中

央
委
員
と
ウ
ェ
ブ
会
議
形
式
に
て

第
13
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
議
長
団
に
石
渡
中
央
委
員

（
検
数
労
連
）・
佐
竹
中
央
委
員

（
大
港
労
組
）
を
選
出
し
、「
特

別
特
例
措
置
」
に
よ
る
開
催
方
法

を
事
前
に
中
央
委
員
宛
に
議
決
権

行
使
書
に
よ
る
意
見
を
求
め
、
満

場
一
致
の
賛
成
を
確
認
し
、
第
1

号
議
案
（
20
秋
年
末
闘
争
経
過
）、

第
2
号
議
案
（
21
春
闘
方
針
案
及

び
要
求
案
）
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

た
。審

議
で
は
事
前
に
17
名
の
中
央

委
員
会
か
ら
23
の
課
題
に
つ
い
て

事
前
提
案
さ
れ
、
議
案
提
案
の
中

で
紹
介
し
、
こ
れ
に
答
弁
を
行
う

形
で
す
す
め
、
議
題
提
案
に
つ
い

て
は
満
場
の
賛
成
議
決
を
採
択

し
、
た
た
か
う
21
港
湾
春
闘
の
方

針
を
確
立
し
た
。

第
1
回
中
央
港
湾
団
交
は
、
2

月
17
日
午
後
よ
り
東
京
都
港
区
で

開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
か
ら
全
国
港
湾
常
任
中
央

執
行
委
員
及
び
15
地
区
港
湾
代
表

の
み
の
出
席
と
し
、
当
日
「
2
0

2
1
年
度
労
働
条
件
お
よ
び
産
別

協
定
の
改
定
に
関
す
る
要
求
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

全国港湾

第第
1133
回回
中中
央央
委委
員員
会会
開開
催催

第
1
回
中
央
港
湾
団
交
が
2
月

17
日
、
都
内
に
て
開
催
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
首
都
圏

緊
急
事
態
宣
言
下
の
影
響
を
受

け
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

全
国
港
湾
は
常
任
執
行
委
員
会
及

び
各
地
区
港
湾
代
表
者
1
名
の
出

席
と
人
数
を
制
限
し
、
労
使
合
わ

せ
て
50
名
余
規
模
で
の
開
催
と
な

っ
た
。

中
央
港
湾
団
交
で
は
組
合
側
よ

り
冒
頭
、
柏
木
委
員
長
よ
り
要
求

書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
作
業
に
従
事
し
て
い
る

組
合
員
の
た
め
に
も
、
誠
意
あ
る

回
答
を
願
う
旨
、
発
言
が
あ
っ

た
。次

に
玉
田
書
記
長
よ
り
、
本

日
、
中
央
港
湾
団
交
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
幹
部
役
員
に
も
要
求
の

趣
旨
が
分
か
る
よ
う
に
と
、
要
求

趣
旨
説
明
の
内
容
に
つ
い
て
も
予

め
文
章
化
し
た
も
の
を
労
使
に
配

布
し
た
。

要
求
趣
旨
説
明
で
は
、
特
に
、

1
、
港
湾
労
使
が
共
同
し
取
り
組

む
べ
き
課
題
2
点
と
し
て
、
①
労

使
共
同
に
よ
る
認
可
料
金
制
度
復

活
及
び
適
正
料
金
収
受
の
た
め
の

取
り
組
み
、②
石
炭
火
力
発
電「
非

効
率
」
施
設
の
削
減
政
策
に
対

し
、
地
球
環
境
保
全
・
温
暖
化
防

止
は
世
界
的
・
人
類
的
課
題
と
し

て
異
議
を
唱
え
な
い
が
、
一
方
で

は
、
事
業
継
続
、
雇
用
・
職
域
な

ど
港
湾
事
業
者
・
港
湾
労
働
者
に

と
っ
て
の
大
問
題
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
、
具
体
的
取
り
組
み
を
推

進
す
る
こ
と
。
2
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
産
別
休
業
制
度
の
創
設

と
輸
出
入
の
根
幹
で
あ
る
水
際
・

港
湾
で
働
く
港
湾
労
働
者
の
ワ
ク

チ
ン
の
優
先
接
種
な
ど
、
要
求
書

6
項
目
に
関
わ
る
趣
旨
説
明
を
行

い
、
最
後
に
、「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か

ら
仕
方
が
な
い
」
で
は
な
く
、「
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
手
当

は
す
べ
て
や
る
。
現
場
の
苦
労
に

応
え
て
い
く
」、
そ
う
し
た
決
意

で
の
21
春
闘
要
求
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
。

次
回
、
第
2
回
中
央
港
湾
団
交

の
開
催
を
3
月
9
日
13
時
30
分
予

定
と
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
日
程

に
つ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
状
況
に
よ
っ
て
は
リ
モ
ー

ト
対
応
な
ど
変
更
が
あ
り
う
る
こ

と
を
合
わ
せ
て
確
認
し
、
開
催
規

模
も
含
め
て
事
務
局
間
調
整
に
一

任
す
る
と
し
た
。

第1回
中央港湾団交開催される

大
幅
賃
上
げ
実
現
と
コ
ロ
ナ
解

雇
・
雇
い
止
め
を
許
さ
な
い
21
け

ん
り
春
闘
・
経
団
連
前
抗
議
行
動

が
2
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
。

け
ん
り
春
闘
実
行
委
員
会
共
同

代
表
の
全
港
湾
・
真
島
委
員
長
よ

り
「
コ
ロ
ナ
対
策
の
政
策
不
備
、

弱
者
労
働
者
の
疲
弊
し
て
い
る
実

態
、
中
小
企
業
労
働
者
や
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
賃
上
げ
、
労
働
条

件
向
上
、
作
業
環
境
を
整
備
し
て

い
く
こ
と
が
格
差
是
正
へ
の
出
発

点
で
あ
る
」
こ
う
い
う
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、
普
通
に
生
活
で
き
る
賃

金
の
確
立
、
安

全
な
職
場
環
境

に
こ
だ
わ
る
春

闘
を
団
結
し
て

闘
い
抜
く
」
と

力
強
く
発
言

し
、
開
会
の
挨

拶
が
な
さ
れ

た
。各

単
組
か
ら

決
意
表
明
、
争

議
経
過
報
告
と

し
て
、
全
水
道

労
組
、
全
統
一

労
組
、
全
造
船

関
東
地
協
、
郵

政
ユ
ニ
オ
ン
か

ら
発
言
が
あ

り
、
全
国
一
般
南
部
中
島
委
員
長

か
ら
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
・
森

前
会
長
の
「
女
性
蔑
視
発
言
」
を

�
日
本
社
会
の
本
音
�
発
言
し
た

中
西
会
長
を
糾
弾
し
、
替
え
歌
に

よ
る
抗
議
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
全
労
協
・
渡
邉
議
長

か
ら
閉
会
の
挨
拶
と
経
団
連
に
向

け
て
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行

い
、
行
動
を
終
了
し
た
。

21
け
ん
り
春
闘
・

経
団
連
前
抗
議
行
動

開会挨拶をする全港湾・真島委員長
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